
『斑点米対策』は、バスタで除草！
カメムシ類の棲みか・畦畔雑草を枯らしましょう。

 

大切な作物のそばに。

瓦版
か わ ら ば ん

畦畔除草にバスタをオススメする理由
●斑点米カメムシ類の生息場所となるイネ科雑草はもちろん、広葉雑草も枯らせます。
●雑草の地上部だけを枯らして根は残すため、畦畔を崩さずに除草できます。
●草刈り機を使った除草に比べて作業時間を大幅に短縮、省力化できます。
●抑草期間が長いため、除草作業の回数を減らすことが期待できます。

◎斑点米カメムシ類の防除モデル
斑点米被害

バスタの効果を
チェック！

斑点米カメムシ類は、水田畦畔などのイネ科雑草を
生息地としています。カメムシ類の予防には、出穂
3～4週間前までにバスタを散布し、生息地の雑草
をなくすことで、カメムシ類の密度を抑制できます。

5月 6月 7月 8月 9月 10月

斑点米を生成水田に移動雑草の中に生息（増殖）卵・成虫で越冬

収収穫田田植前／／田田植植後

畦畔・休耕田をバスタで除草 畦畔・休耕田を
バスタで除草

・カメムシの密度を下げる。
・草丈30㎝以下の時にもう一度バスタを散布。

・カメムシの越冬をなくす。
（稲刈り後積雪前までOK）

イネの出穂直前に除草すると、カ
メムシの水田への移動を助長する
ことになるのでご注意ください。

畦畔・
休耕田の
雑草管理

秋処理散布は出穂3～4週間前まで

斑点米
カメムシ類
の行動

穂穂ばらみ期穂 出出穂期出 期 乳熟期 糊熟期

※水田畦畔での使用回数は2回です。

バスタHP
「水田畦畔での使用方法」

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。
●使用後の空容器は圃場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 ●防除日誌を記帳しましょう。
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